
株主メモ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

定時株主総会基準日 毎年3月31日

剰余金の配当の基準日 毎年3月31日（中間配当を行う場合は9月30日）

単 元 株 式 数 100株

公 告 方 法 電子公告
公告掲載URL（http://www.himacs.jp/）
ただし、事故その他のやむを得ない事由によっ
て電子公告による公告をすることができない場
合は、日本経済新聞に掲載して行う。

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

お 問 合 せ 先 東京都江東区東砂七丁目10番11号（〒137-8081）
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
0120–232–711（通話料無料）

（ ）

証券コード：4299
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1. 株券電子化に伴い、株主様の住所変更、単元未満株式
の買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、
口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承
ることとなっております。口座を開設されている証券会社
等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託
銀行）ではお取り扱いできませんので、ご注意ください。
2. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつ
きましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となって
おりますので、左記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ
信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀
行全国各支店にてもお取次ぎいたします。
3. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支
店でお支払いいたします。

［ご注意］

Web Information ● ホームページのご案内

当社のホームページでは株主・投資家の皆様に対して、企業情報や財務
情報について、積極的に情報開示を行っております。当社をよりご理解
いただくためにも、ぜひアクセスしてください。

IR情報

社長メッセージ
www.himacs.jp

この報告書は、環境に優しい大豆
油インキを使用して印刷しています。
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神奈川県庁本庁舎は、知事が執務する庁舎では、大阪府庁本館に次いで、
2番目に古く、国の有形登録文化財に登録されています。
本建造物は、大正12年の関東大震災で焼失した後、設計は一般公募で行
われました。小尾嘉郎（おび かろう）氏の原案をもとに神奈川県内務部が
設計し、昭和3年に竣工しました。本建造物は、昭和初期に流行した西欧
建築に日本建築の屋根を組み合わせた帝冠様式を採用しており、スクラッ
チタイルの外壁に中央の高塔で構成されているのが最大の特徴です。また、
塔の高さは最高48.6m（建物の軒高22.64m）になり、屋上部分は五重塔を
イメージしております。
横浜税関本関庁舎「クイーン」、横浜市開港記念会館「ジャック」とともに、
神奈川県庁は、「キング」の愛称で親しまれております。

【神奈川県庁 本庁舎】第第3535期期

第2四半期決算のご報告
 平成22年4月1日　平成22年9月30日 

証券コード：4299



企業理念

Corporate Philosophy

　株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　また、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに当社グループ第35期第2四半期（平成22年4月1日から平成22年9
月30日まで）の決算のご報告をお届けするにあたり一言ご挨拶申し上げます。
　昨今のわが国経済は、急激な円高の進行や株安などの影響で景気の下振れ
が懸念され、企業収益の先行きにも慎重な見方が広がっており、そのため設
備投資の回復ペースは、非常に緩やかなものとなっております。
　設備投資の動向に影響を受ける情報サービス産業においても、ユーザー企
業がソフトウエア投資に対して慎重な姿勢を継続する中で、受注競争は激し
さを増しており、厳しい状況が続いております。

　このような状況下、当社グループは、保険業界向けの受注案件が引き続き
堅調に推移しているのに加え、前期から取引を開始したお客様との着実な取
引の深耕やシステム基盤案件への積極的な受注活動により、取引領域を拡大
することができました。その一方で、企業のIT投資抑制による新規案件の立ち
上がりの遅れの影響から、銀行、証券及び非金融向け案件が減少し、連結売
上高は3,719百万円（前年同四半期比2.2％減）となりました。
　営業利益につきましては、エンジニアの稼働率の改善に加え、品質を第一とする生産性向上への継続的な取り組み及びプロジェ
クト管理の徹底に努めるとともに、経費の削減にもキメ細かく取り組んだ結果、226百万円と前年同四半期に比べ36％の増益
となりました。
　今期は、緩やかなIT投資回復を想定しておりますが、経営環境は未だ予断を許さない見通しであり、当社グループの今年度通
期業績予想につきましては、期初計画どおり、連結売上高8,000百万円（前期比3.9％増）、営業利益は500百万円（同10.8％
増）となる見込みです。
　今後も引き続きお客様に対する提案営業の強化及びプロジェクト管理の徹底と生産性向上、並びに経営の効率化への取り組み
により、業績確保に邁進いたします。
　なお、当社の配当方針は、安定かつ適正な利益還元を継続することを基本としております。当第2四半期末配当につきましても、
株主の皆様からのご支援にお応えするため、前年同様1株につき12円50銭の配当を実施することといたしました。
　株主の皆様におかれましては、変わらぬご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

平成22年12月

代表取締役社長
前田 礼太

株主の皆様へ

To Our Shareholders

株式会社ハイマックスは、当社が果たすべき使命と

役割を充分認識し、真に社会に貢献しうる企業として

将来にわたり発展を続けていくことを目的として、ここに

企業行動基準を定める。

当社は、その創業の理念である「公明正大」「自主独立」を

さらに高揚させ、業界の先駆的企業としての自覚と誇りを

もって優れた技術・製品・サービスの開発を通じて社会に

貢献することを基本理念とする。

あわせて、当社は、企業が社会の一員であることを深く

認識し、公正かつ透明な企業行動に徹するとともに、環境

との調和、積極的な社会貢献活動を通じ、良識ある市民

として真に豊かな社会の実現に尽力する。

また当社は創業以来の人を大事にするという企業風土を

大切にし、お互いを尊重する心で個性豊かな人を育て

新たな夢を実現するプロフェッショナルな集団を目指し

努力する。

企業理念を社名ロゴに込めて

右上がりのカーブは、ハイマックスの成長と
発展を表しています。

三角形は、ハイマックス発祥の地である横浜
のベイブリッジをモチーフにしています。
また、コーポレートカラーであるマリンブルー
にちなんで、ヨットの帆をイメージしてい
ます。

水平線は、ハイマックスの経営の安定性を表
しています。

High-quality Solution for 

Maximum Customers Satisfaction

最高の顧客満足を追究し
高品質ソリューションを提供する

ハイマックス 企業行動基準

基本理念
1
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情報システムの技術は日々、高度化・複雑化しております。
それに伴い、システム開発企業にとって、システム・エンジニ
アに対する継続した教育体制の充実が、重要な課題となって
おります。
当社は、重点教育項目を定め、技術力の向上をはじめとし

た人材育成に積極投資をしております。
この度、当社は、Web画面上で教育が可能な『e-トレーニ
ング』システムを開発しました。
Webを活用した一般的な教育システム（e-ラーニング）

は、テキストを読み、練習問題を実施することで知識を吸収
する「ドリル型講座」形式が主流です。
それに対して、当社が開発した『e-トレーニング』は、従来の

ドリル型講座に加え、実践的な訓練（トレーニング）ができる
「実習型講座」と「環境提供型講座」を組み込んでおります。
「実習型講座」とは、具体的なプログラムを記入し‘コンパ
イル’※1と‘実行’を仮想※2マシン上で動作させ、完成するまで
トライ＆エラーを繰り返すことにより開発言語などを身に付
けていく仕組みとなっております。

Ｓｐｅｃｉａｌ Ｒｅｐｏｒｔ
特集：人材育成

特集：人材育成

人材育成 教育ソリューションへの取り組み

OS環境定義やDBソフトのイン
ストールなど、システム基盤スキ
ルの向上に寄与する講座です。

OS環境定義やDBソフトのイン
ストールなど、システム基盤スキ
ルの向上に寄与する講座です。

環境提供型講座

総合テスト
答え合わせ実施
仮想マシン環境定義
テキストを読む

‘コンパイル’や‘実行’を仮想マシ
ン上で動作させながら言語を学
ぶ講座です。

‘コンパイル’や‘実行’を仮想マシ
ン上で動作させながら言語を学
ぶ講座です。

実習型講座

総合テスト
コンパイル・実行
記述式 穴埋め
テキストを読む

※1　コンパイル
※2　仮想
※3　ＧＵＩ
※4　ＣＵＩ
※5　iPad
※6　iPhone3G

開発者がプログラミング言語を用いて作成したソフトウエアのソースコード（設計図）を、コンピュータ上で実行可能なオブジェクトコード（形式）に変換すること。
1台のサーバコンピュータをあたかも複数台のコンピュータであるかのように論理的に分割し、それぞれに別のOSやアプリケーションソフトを動作させること。
ユーザーに対する情報の表示にグラフィックを多用し、大半の基礎的な操作をマウスなどのポインティングデバイスによって行うことができるユーザーインターフェースのこと。
ユーザーに対する情報の表示を文字によって行い、すべての操作をキーボードを用いて行うユーザーインターフェースのこと。
iPadはApple Inc.の商標です。
iPhoneはApple Inc.の商標です。

一般的なｅ-ラーニングと同様の
知識吸収型講座です。
一般的なｅ-ラーニングと同様の
知識吸収型講座です。

ドリル型講座

総合テスト

練習問題の実施

テキストを読む

また、「環境提供型講座」とは、OS環境定義やデータベー
スソフトのインストールなど、システム基盤技術の習得に必
要な操作について、実際の開発と同様の環境を仮想マシン
で動くGUI※3画面やCUI※4画面で提供し、実践的な技術力
が習得できる仕組みとなっております。
更に当システムは、自宅や職場、iPad※5を活用して通勤途

中でも受講することが可能であり、長期継続した教育を行う
ことができます。今後も、当システムを積極活用して技術力
の向上に努めてまいります。
一方で、システム構築を発注する側のエンド・ユーザー企

業のシステム部においても、技術教育の重要性が高まってお
ります。システム開発企業を効率よくコントロールするため
には、一定レベル以上のIT知識が必要であるためです。
当社は、このようなお客様のニーズに対し、当社の技術者

を講師として教育サービスを展開しております。「システム
のテスト技法」や「システム規模の見積り」など当社が蓄積し
た実践的ノウハウを対面型教育講座で伝授する内容となっ
ており、お客様よりご好評をいただいております。今後は、ご
提供する教育講座に、当社が開発した『ｅ-トレーニング』シス
テムを活用することで、より実践的でかつ継続的な教育ソ
リューションの提供を目指してまいります。
また、昨今の教育機関は、学生がより実践的な研究を行え

るよう、産学連携を積極的に展開しております。

この度、当社は青山学院大学 社会情報学部の単位認定講
座に、当社の技術者を講師として派遣し、丸３日半の集中講
義を行いました。当社会情報学部では、「iPhone3G※6」を全
学部生に配布し、授業資料や教材の配布、出席管理、ミニテス
ト、授業収録放送などの学習に活用されています。
今回は「iPhoneプログラミング」をテーマとした講義の中

で、具体的なアプリケーションの開発を受講生に実践しても
らいました。当社講師が当初想定していた以上に受講生の技
術習得レベルは高く、また、積極的な受講姿勢により当初の
レッスンプラン以上の成果が実感できた講義となりました。
この講義を通じてシステム開発の楽しさを知ってもらい、1
人でも多くの優秀な人材にIT業界に加わってほしいと考えて
おります。

用語解説
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銀行
626（16.8％）

証券
415（11.2％）

保険
1,936（52.1％）

公共
143（3.9％）

流通
156（4.2％）

クレジット
172（4.6％）

その他
268（7.2％）

システム・ソリューションサービス
1,848（49.7％）

システム・メンテナンスサービス
1,871（50.3％）

　当第2四半期連結累計期間の売上高は3,719百万円（前
年同四半期比2.2％減）、営業利益は226百万円（同
36.0％増）、経常利益は240百万円（同34.8％増）、四半
期純利益120百万円（同25.0％増）となりました。

営業の概況
　サービス分野別売上高につきましては、システムの企画／
設計・開発フェーズで提供するシステム・ソリューション
サービスは、保険業界向けの大規模案件や新規取引先のク
レジット業界向け案件への参入及びシステム基盤案件の増
加などにより、1,848百万円と前年同四半期に比べ237
百万円の増加となりました。
　また、システムの稼働後に提供するシステム・メンテナ
ンスサービスは、蓄積した業務知識を活かし保険業界のエ
ンド・ユーザー取引は拡大いたしましたが、非金融業界向
けの一部の案件の収束により、1,871百万円と前年同四半
期に比べ320百万円の減少となりました。

【当社のサービス分野の区分】

①システム・ソリューションサービス
　システム化計画の企画に対するコンサルティングから設計・開発・テ
スト・導入に関してメインフレーム系からインターネット基盤関連技術
まで一貫したサービスを提供いたします。

②システム・メンテナンスサービス
　稼働後のシステムに対し信頼性が高いメンテナンスサービスを提供い
たします。
　メンテナンスサービスは長期安定的な受注の確保と業務ノウハウの蓄
積を図ることができます。更にメンテナンスサービスを通して、次期シ
ステムへの提案営業を積極的に行うことにより、企画といった上流工程
からの継続受注へと繋がります。

サービス分野別概況

　金融業界向けの売上高につきましては、システム基盤案
件の受注を新規に獲得いたしましたが、マーケット環境が
引き続き厳しく推移した影響からユーザー企業のシステム
投資に対する抑制などにより、銀行業界向けは626百万円
（前年同四半期に比べ62百万円減少）、証券業界向けは
415百万円（同66百万円減少）となりました。一方、生
保の大型案件への参入や損保のエンド・ユーザー取引の拡
大などにより、保険業界向けは1,936百万円（同231百
万円増加）となりました。
　非金融業界向けの売上高につきましては、流通及びクレ
ジット業界向けで新規エンド・ユーザーとの取引が拡大い
たしました。一方、先行き不透明な経済環境の影響から
ユーザー企業は、ソフトウエア投資に対して慎重な姿勢を
継続しております。その結果、公共向けは143百万円（同
97百万円減少）、流通業界向けは156百万円（同9百万円
減少）、クレジット業界向けは172百万円（同4百万円減
少）、その他業界向けは268百万円（同74百万円減少）と
なりました。

業種別概況

当第2四半期の概況

Business Overview

■ 業種別売上高構成比率 （単位：百万円）

■ サービス分野別売上高構成比率 （単位：百万円）

「iPhone」に代表されるスマートフォンは、近く、パソ
コンの出荷台数を上回ると予測され、市場が急拡大して
います。
スマートフォンは、WEBの閲覧機能に優れ、高機能な

携帯電話というより、パソコンのダウンサイジング形態の
進化型と捉え、そこに通話機能が付加されたものと理解
した方が実態に近いと考えています。よって、パソコンに
近い汎用的なアプリケーションの構築が可能となります。
このようにサーバとの通信に親和性が高いスマート

フォンを活用すれば、❶社内ネットワーク等（WEBサーバ
や社内システム）への接続などにより、外出先でも社内
の自席と同様の情報が迅速かつ安全に取得でき、スピー
ディーな意思決定を促すことが可能となります。
また、この「スマートフォン」は、❷クラウド※1型のサー

ビスを受信する利用端末として最適であると想定してお
ります。更にこれらの新たな利用形態が、❸新たな企業
サービスを創造する可能性があると期待しております。
当社は、現在、クラウドコンピューティングへの取り組

みとして、その要素技術である「分散Key-Valueスト
ア」※2や「HTML5」※3などの研究に取り組むとともに、
平成20年度より、いち早くスマートフォンを用いたシス
テムインテグレーションの研究を開始し、これまで８個の
アプリケーションを開発しました。
当社は、これまで培った業務システム構築のノウハウ

とスマートフォン技術を連携させ、お客様の事業発展に
寄与するソリューションをご提案してまいります。

※1　クラウド
※2　分散Key-Valueストア
※3　HTML5

ソフトウエアやハードウエアの利用権などをネットワーク越しにサービスとして利用者に提供するデータセンターや、その中で運用されているサーバ群のこと。
クラウドを支える技術の一つで、高いパフォーマンス、柔軟性、拡張性及び可用性を満たす。大量データを保有する企業向けのデータベースに利用されている。
HTMLのバージョン5にあたる。次世代のウェブ環境に合わせて、HTML文書を作成する機能が改良されているのに加えて、ウェブアプリケーションを開発するための様々な仕様が新
たに盛り込まれている。

トピックス
TOPICS

スマートフォン技術を活用したソリューションのご提案

スマートフォン向けアプリケーションの主な開発事例

スマートフォンソリューション

・新サービスへのアクセス窓口として利用

クラウドサービスの
利用（データ連携）

・ファイルホスティング
・ソーシャル
　コミュニケーション
・予定表
・地図情報 など

既存システムの
操作端末として適用

WEBサーバ 社内システム

スマートフォンを利用した
新規サービスの展開

・Twitter などを
　広告として利用
・予定表やメールを
　クラウド化

・社内システムへ
　迅速にアクセス
・安全な通信が可能

1 2

3

服飾企業様向け
商品カタログアプリケーション

出版社様向け
雑誌企画アプリケーション

音楽配信企業様向け
広告用アプリケーション

• カタログ
PDF閲覧

• ビデオ再生

•  商品購入サイト
リンク

•写真投稿機能

•ビデオ再生

•店舗地図機能

•ビデオ再生
• フォト
ライブラリ機能
• 音楽購入サイト
リンク

用語解説

システムのライフサイクルと
バリュー・ソリューションサービスの相関図

システム・
ソリューションサービス
当社のバリュー・ソリューションサービス

システム・
メンテナンスサービス

企画企画 設計・開発設計・開発 メンテナンスメンテナンス
シ
ス
テ
ム
稼
働

次期システム
提案営業
次期システム
提案営業
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四半期 連結貸借対照表（要旨）

当第2四半期
H22.9.30現在

前　期
H22.3.31現在

資産の部

流動資産

　現金及び預金  3,788,125 3,416,616

　売掛金 1,082,980 1,063,871

　仕掛品 64,513 22,577

　その他 255,536 257,221

流動資産合計 5,191,156 4,760,288

固定資産

　有形固定資産 38,175 37,821

　無形固定資産 26,478 30,674

　投資その他の資産

　　投資有価証券 12,935 311,129

　　長期預金 1,400,000 1,370,000

　　その他 727,027 766,376

　　貸倒引当金 △ 2,371 △ 2,371

固定資産合計 2,202,245 2,513,631

資産合計 7,393,401 7,273,919

四半期 連結損益計算書（要旨）
（単位：千円）

当第2四半期
H22.4.1からH22.9.30まで

前第2四半期
H21.4.1からH21.9.30まで

売上高 3,719,337 3,802,493

　売上原価 2,976,368 3,057,714

売上総利益 742,969 744,778

　販売費及び一般管理費 516,959 578,620

営業利益 226,009 166,158

　営業外収益 17,210 14,631

　営業外費用 2,835 2,447

経常利益 240,384 178,342

特別損失 16,732 －

　税金等調整前四半期純利益 223,652 178,342

　法人税等 102,803 81,669

四半期純利益 120,849 96,673

四半期 連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）
（単位：千円）

当第2四半期
H22.4.1からH22.9.30まで

前第2四半期
H21.4.1からH21.9.30まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 170,673 175,828

投資活動によるキャッシュ・フロー 4,629 △ 3,256

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 73,795 △ 73,795

現金及び現金同等物の増減額 101,508 98,776

現金及び現金同等物の期首残高 3,416,616 3,459,998

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,518,125 3,558,774

 
（単位：千円）

当第2四半期
H22.9.30現在

前　期
H22.3.31現在

負債の部

流動負債

　買掛金 176,867 169,915

　未払法人税等 112,396 72,318

　賞与引当金 448,419 445,821

　役員賞与引当金 7,880 20,370

　その他 269,536 260,457

流動負債合計 1,015,099 968,882

固定負債

　退職給付引当金 720,174 659,374

　役員退職慰労引当金 － 542,300

　長期未払金 507,640 －

固定負債合計 1,227,814 1,201,674

負債合計 2,242,914 2,170,556

純資産の部

株主資本

　資本金 689,044 689,044

　資本剰余金 665,722 665,722

　利益剰余金 4,085,617 4,038,563

　自己株式 △ 289,438 △ 289,438

株主資本合計 5,150,946 5,103,891

評価・換算差額等

　その他有価証券評価差額金 △ 458 △ 528

評価・換算差額等合計 △ 458 △ 528

純資産合計 5,150,487 5,103,363

負債・純資産合計 7,393,401 7,273,919

四半期連結財務諸表

Financial Data

POINT

資産合計は7,393百万円と前連結会計年度末（7,273
百万円）と比較し、119百万円増加しました。主な要因
は、現金及び預金の増加371百万円、投資その他の資産
のその他に含まれる投資有価証券の減少298百万円など
であります。

資産

負債合計は2,242百万円と前連結会計年度末（2,170
百万円）と比較し、72百万円増加しました。主な要因は、
退職給付引当金の増加60百万円などであります。

負債

純資産合計は5,150百万円と前連結会計年度末（5,103
百万円）と比較し、47百万円増加しました。主な要因は、
当四半期純利益120百万円の計上による増加、剰余金の
配当73百万円による減少であります。

純資産

〈営業活動によるキャッシュ・フロー〉
営業活動によるキャッシュ・フローは、170百万円（前
年同四半期連結累計期間175百万円）となりました。主
な要因は、税金等調整前四半期純利益223百万円などに
よる資金の増加から、法人税等の支払額△58百万円な
どによる資金減少があった結果であります。

〈投資活動によるキャッシュ・フロー〉
投資活動によるキャッシュ・フローは、4百万円（前年
同四半期連結会計期間△3百万円）となりました。主な
要因は、敷金及び保証金の回収による収入20百万円な
どの結果であります。

〈財務活動によるキャッシュ・フロー〉
財務活動によるキャッシュ・フローは、△73百万円（前
年同四半期連結会計期間△73百万円）となりました。
これは、配当金の支払額73百万円によるものであります。

キャッシュ・フロー

1

1

3

4

4

4

2

2

3

4
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第2Q 通期

第31期 第32期 第33期 第34期

710

301

738 753

502

287 307

178

第35期

506
（予想）

240

8,555

4,214

9,108 9,110

4,298

第31期 第32期 第33期

第2Q 通期

4,481

7,696

第34期 第35期

3,802

8,000
（予想）

3,719

発行可能株式総数……………………………………  18,000,000株
発行済株式の総数……………………………………… 6,206,496株
株主数  ……………………………………………………… 7,644名

■ 大 株 主
株　主　名 持株数 出資比率

前田眞也 1,036,858 株 17.5 %

株式会社前田計画研究所 662,496 11.2
山本昌平 277,080 4.6
ハイマックス社員持株会 252,823 4.2
株式会社三菱東京UFJ銀行 237,600 4.0
株式会社野村総合研究所 237,600 4.0
日本生命保険相互会社 151,200 2.5
富国生命保険相互会社 140,400 2.3
株式会社みずほ銀行 140,000 2.3
川本清四郎 108,000 1.8
明治安田生命保険相互会社 108,000 1.8
日立建機株式会社 108,000 1.8
（注）出資比率は自己株式（302,889株）を控除して計算しております。

■ 取締役及び
　 監査役

■ 執行役員

■ 所有者別株主数構成比

■ 金融機関 11名（ 0.14%）

■ 証券会社 15名（ 0.20%）

■ その他の法人 32名（ 0.42%）

■ 外国法人等 7名（ 0.09%）

■ 個人その他 7,578名（99.14%）

■ 自己名義株式 1名（ 0.01%）

株式の状況 会社概要

役  員

（平成22年9月30日現在）

（平成22年9月30日現在）

（平成22年9月30日現在）

株主数
7,644名

■ 所有者別株式数構成比

■ 金融機関 825,200株（13.30%）

■ 証券会社 50,786株（ 0.82%）

■ その他の法人 1,029,496株（16.59%）

■ 外国法人等 33,700株（ 0.54%）

■ 個人その他 3,964,425株（63.87%）

■ 自己名義株式 302,889株（ 4.88%）

株式数
6,206,496株

第31期 第32期 第33期

第2Q 通期

第34期

8.7 8.8

3.6 3.3 3.5

8.5

5.4

1.9

第35期

2.3

751.50
738.36

796.76 843.54

764.91

第31期 第32期 第33期

第2Q 通期

815.08

第34期

864.45

第35期

872.43
847.06

売上高 （単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

4,483
4,458

4,707 4,979 5,103

4,537

第31期 第32期 第33期

第2Q 通期

4,811

第34期

5,000

第35期

5,150

代 表 取 締 役 会 長
代 表 取 締 役 社 長
専 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役 相 談 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

※1

※2
※2

山　本　昌　平
前　田　礼　太
渡　邉　輝　彰
中　沢　秀　夫
前　田　眞　也
杉　山　　　公
鍋　嶋　義　朗
黒　木　和　典
白　木　大五郎
青　木　勝　彦

専 務 執 行 役 員
専 務 執 行 役 員
常 務 執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員

杉　山　　　公
田　邊　隆　行
澁　谷　吉　彦
中　村　　　宏
青　木　　　稔
岡　留　　　誠

株式会社ハイマックス
HIMACS, Ltd.

〒231-0005 横浜市中区本町二丁目22番地
TEL 045-201-6655（代表）

昭和51年5月21日

6億8,904万円

590名

コンピュータ・ソフトウエアのシステム化計
画の企画から、設計・開発、稼働後のメンテ
ナンスまでのシステム・ライフサイクルの各
領域にわたり高付加価値ソリューションを提
供する事業を行っております。

関内事業所／みなとみらい事業所
※ 東京事業所は、平成22年8月に閉鎖しました。

商 　 号

本社所在地

設 　 立

資 本 金

従業員数

事業内容

事 業 所

※1　鍋嶋義朗は社外取締役です。
※2　白木大五郎、青木勝彦は社外監査役です。

連結財務ハイライト

Financial Highlights
株式の状況

Stock Information
会社概要 /役員

Corporate Data

経常利益

四半期（当期）純利益 総資産 （単位：百万円）

（単位：百万円） （単位：％）純資産 自己資本利益率

売上高経常利益率 （単位：％）

（単位：円）

（単位：円）

1株当たり純資産額

1株当たり四半期（当期）純利益

第31期 第32期 第33期

第2Q 通期

第34期 第35期

8.3 8.1 8.3

7.2 6.7 6.9
6.5

4.7

6.5

6.3
（予想）

386

160

402 410

149 167

第31期 第32期 第33期

272

96

第34期

263
（予想）

120

第35期

第2Q 通期

64.18

26.64

67.90 69.44

25.04

第31期 第32期 第33期

第2Q 通期

28.28

46.19

第34期

16.38

44.55
（予想）

第35期

20.47

6,777
6,584

7,054 7,305 7,273

6,766

第31期 第32期 第33期

第2Q 通期

7,079

第34期

7,128

第35期

7,393
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